
平成２９年度 全国学力・学習状況調査結果 【宇陀市】 

児童生徒の学力・学習状況や生活習慣等の実態を把握するため、国は小学６年生と中学３年生を対象

に全国学力・学習状況調査を実施しています。平成２６年度から悉皆調査（全国の小学６年生、中学３

年生全員が対象）が行われています。 

１ 調査の目的  

(1) 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を

把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図ります。 

(2) そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立します。 

(3) 学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てます。 

２ 調査について 

 (1)  実施日 

         平成２９年４月１８日（火） 

 (2)  調査対象

       宇陀市小学校第６学年（２３１人）   宇陀市中学校第３学年（２３２人） 

 (3)  調査内容

        ① 教科に関する内容（国語、算数・数学） 

           ・主として国語、算数・数学の「知識」に関する問題（Ａ問題） 

           ・主として国語、算数・数学の「活用」に関する問題（Ｂ問題） 

        ② 生活習慣や学校環境に関する質問紙調査 

           ・児童生徒に対する調査       ・学校に対する調査 

３ 調 査 結 果 

    公表する資料については、２(3)①「教科に関する内容」②「生活習慣に関する質問紙調査（一部

抜粋）」の結果です。 

４ 調査結果の活用について 

 (1) 教育委員会では、宇陀市の調査結果を分析し、課題解決に向けて取り組んでいます。学校の授業

力向上のため、県及び市教育委員会指導主事の派遣や教職員研修を行っています。また、昨年度か

ら２年計画で、「学びの創造 UDA プラン」を実施しています。これは、①指導者の指導力向上、②

学ぶ意欲の向上、③学校での学習規律の確立、家庭での基本的生活習慣・家庭学習の充実を３本の

柱として、推進会議や、各校園での公開保育・授業にも大学教授を招いて充実した取組になるよう

努力しています。 

 (2) 各学校では、自校の調査結果を分析することにより、それぞれの学校における児童生徒の学力や

生活習慣について課題を明らかにするとともに、その克服のために授業改善や生活習慣の見直しに

取り組んでいます。 

 (3)  子どもたちの可能性を伸ばし、持てる力を十分発揮するためには、学校・家庭・地域と市教育

委員会が協力しながら温かく子どもたちを育てていくことが大切です。「宿題終わった？」「よく

がんばったね」等、子どもたちを励ましたり、がんばりを認めてあげたりする声かけにより、子ど

もたちは学習意欲を高め、家庭学習の習慣を身に付けていきます。家庭学習を習慣化させるため、

積極的な声かけをお願いします。また、朝食は一日の活動のエネルギーになります。栄養バランス

のよい朝食で、子どもたちの身体と心を目ざめさせ、学校でのすべての活動が子どもたちの身に付

くよう、しっかりと朝食を摂らせてください。 



平成２９年度 全国学力・学習状況調査結果（国語） 

平均正答率 小６ 中３ 

宇陀市 ７２ ７２ 

奈良県 ７４ ７８ 

全国 ７４．８ ７７．４ 

平均正答率 小６ 中３ 

宇陀市 ５３ ６６ 

奈良県 ５６ ７２ 

全国 ５７．５ ７２．２ 

国語Ａ（知識）

国語Ｂ（活用）



平成２９年度 全国学力・学習状況調査結果（算数・数学） 

平均正答率 小６ 中３ 

宇陀市 ７４ ５９ 

奈良県 ７８ ６５ 

全国 ７８．６ ６４．６ 

平均正答率 小６ 中３ 

宇陀市 ４１ ４２ 

奈良県 ４５ ４８ 

全国 ４５．９ ４８．１ 

算数・数学Ａ（知識）

算数・数学Ｂ（活用） 



平成２９年度 全国学力・学習状況調査結果（生活習慣）一部抜粋 

平均正答率 小６ 中３ 

宇陀市 ９５．３ ９１．９ 

奈良県 ９４．２ ９１．１ 

全国 ９５．４ ９３．２ 

平均正答率 小６ 中３ 

宇陀市 ４２．２ ５５．８ 

奈良県 ５９．６ ７３ 

全国 ６４．４ ６９．６ 

朝食を毎日食べている。 

（肯定的回答） 

家で勉強を１時間以上 

している。（塾を含む） 

（肯定的回答） 


